
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館ゆるキャラ大募集！ 

トキャラ図鑑： 
http://kumori.info/data/characters.html 

 
夏休みの間に図書館システムが新しくなりました。 
 
 1つは OPAC。みなさんがレポートの文献を調べるときに使っている蔵書検索シ
ステムです。この OPAC の画面が新しくなりました。新着図書や貸出ランキン
グなどのコーナーが作られています。My Library では貸出・予約の情報を閲
覧できるだけではなく、本の延長や予約、購入依頼をすることができます。ま
た、過去に図書館で借りた本の貸出履歴を見ることができるようになりまし
た。前にかりた文献を探すことが楽になりますね。便利な機能がたくさんある
ので是非使いこなしてください。 
 
 2つめは、自動貸出機がカウンターに設置されました。貸出・返却・貸出延長
の手続きが自分自身でできます。画面の指示に従えば簡単にできるので、皆さ
んも利用してみてください。 

図書館キャラクターについて 

図書館キャラクター通称トキャラは全国で

230以上あります。「トキャラ図鑑」とい

うサイトには各キャラクターとその説明が

紹介されています。例えば、宮城教育大学

附属図書館の「MUE（ムェ）」は大学構内

にいる猫をモチーフにして学生がデザイン 

しました。他にもトキャラ図鑑に

は色んな町や大学の図書館キャラ

クターが掲載されています。図書

館キャラクター作りの参考にして

みてはいかがでしょうか。 

新しく生まれ変わった図書館の新システム 

と
っ
て
も 

便
利
！ 

１ ０ 月 ２ ４ 日 ( 木 )
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10 月 
月 火 水 木 金 土 日 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 
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11 月 
月 火 水 木 金 土 日

  1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
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25 26 27 28 29 30

 

後期授業開始の、9月 20（金）から、図書館 1階のエント

ランスに五七五の一七文字に凝縮された文学である俳句と、

写真を合わせた各自の作品「フォト俳句」を屏風にして展示

しています。フォト俳句とは、文字

通り写真と俳句を組み合わせたもの

です。簡潔でありながら子どもたち

の心に届き、子ども自身がいろいろ

と考えていけるような“言葉かけ”

を学ぶレッスンとして、取り入れま

した。皆さんが作成した一句をぜひ

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日 

短期大学生 
大学1・2年生 

5冊→10冊  
2週間 

延長1回 

大学3・4年生 
10冊→20冊 
2週間 

延長1回 

大学院生   
10 冊→20冊 
1ケ月 

延長1回 

私たちは 6 月 15 日(土)、池袋のジュンク堂に選書ツアーへ行きました！ 
今回のテーマは「夏」でした。皆さん手に取っていただけましたか？ 

♪ツアーの感想 

今回、初めてライブラリーサポーターの選書ツアーに参

加しました。「夏」をテーマに、各自サブテーマを設定し

て、１人８冊ほど選書しました。読者やサブテーマのこ

とを考えながらの選書はとても大変でした。しかし、体

験しなければ分からない、選書をする大切さや楽しさな

どを学べたとても有意義な活動でした。 

♪展示の紹介 

自分達で選書した中で、おすすめの本を手作りポップで

紹介しています。季節感のある楽しいレイアウトにしま

した。 

ホームページで、選書した図書の展示をしています。 

選
書
ツ
ア
ー
報
告
♪ 

図書館をもっと 使いやすく！ 

図書のカバー残します！ 

スマートフォン版 
OPAC 登場！ 

貸出冊数が変わりました！ 

後期からすべての図書に原

則として透明なカバーを貼

付します。図書の顔がみえる

ようになりました。 

あらすじや作者の情報も手

に入りやすくなりますね♪ 

図書館の所蔵資料の検索や

予約ができます。 

使い方はとっても簡単！ 

いつでもどこでも蔵書検索

ができます☆ 

これは BookMark に登録する

しかない！ 

カシャッと一句！フォト五七五 
～フォト俳句を授業に取り入れた試み～ 

幼児教育学科＜保育内容の指導法(言葉)＞ 

【担当：上垣内教授・横井准教授】 

2013年10月・11月 開館・開室カレンダー 

平日：図書館 8:50～20:00・情セ 8:50～19:30 
土曜：図書館 8:50～17:00・情セ 8:50～16:30 

：ゆるきゃら締切 
：桐華祭（桐華祭期間は休館・休室します） 
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